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6月第 1構 2週の主爾礼拝説教要約

・6月  5自 :使徒書行録 2:1… 6

「 活かされる出来事 」

・6満 12翻 1詩力機奮警 12:8議 12.

F二位一体の神 」

衣笠病院教会 牧自雨富朦晃―感経



磯鬼堵資:《 1参 力ヽすねる嵐ネ電ド饉」なイ上"喘体のオ中》

人争創i驚 し、これき|)亀べ、夕もとそこう`ら上ずるものな広げ、その上

|(催 も
｀
民it鳥 争与え、識の中争ナむ嗜刊(懺 争液けら♯ヽるが、ムで

｀
あ

ギヤ・Ⅲ…・・ ……警‡協会細嵌イザヤ‡孝2i5α

ィザヤ嗜コ備こfれ たこの人曹は、神の真賞争赫るうえで
｀
とても景オトで

｀

す ,́き リヒノ〔晨現だとヽ`えます。ど
｀
こう11(定型うヾあって、音代、難もうヾ9

1(し てヽ`たすヽ`口とだったのかもしれ議ゼん。キリスト教会の構伸春傷

|(も 代職できそうです。

強港念静の次 1111聖霊降臨餞静デ鶯浚ります。もし、神キリストが入 |(呻

らなヽて、そのま崚イ¶事も1起 こらなかったなも`ば、聖甘のストー )J― は蠣

鍛 む′〔まま、その統き11奮きすこされることはなかったでありましよう。

教会の凛驚多となる絞ずの集会も、種黒く自然1肖滅穆t迫 ヽ`れま才ヽてヽ`たて

ありましょ。)。

イエスが入 ltみ られた機の子θ自闇、一体ヽ`つまで、ど
｀
う地ごしてま

1ヽの や`暴子メξち|〔 は、これとヽ`った格奉は与えられてヽ`なう`っノξので
｀
こ

ノ1 .

ヒ嗜ヽヒ脅の堰象事態11.亀変ヒ麟ず、「賞然、級 しヽ 風ヽが吹ヽ`てくるよう

な普デ人今ヽら鍋こえ、彼らうヾ凄って 嗜ヽ 家十1(響 ヽヽた。そして、史のよう

な 十 嗜
ヾ
分 か れ か う

｀
れ |(塊 わ れ 、一 人 一 人 の 上 |こ と と

｀
ま い,た 。す る と 、一 縄

11整爆コti嵩 たされ、``癬 ''嗜 識ヾヽ らぐる」妻1く、他の働々の言鸞で、赫 ヒだ

した」のです。「たのような礁■ 妻ての常こ鑢静、枠赫的な映イれて
｀
あると

諄する者がヽ`たとしても、その銃きはと
｀`
うてヒょう?弟子′(ち が、それ

受
｀
でヽ別々の言語て総 ヒ械ビめノでのは、きわめて季思議な音声だったとヽ`

えます。そ命機の感色式争畿どと、最ムょ 12ヵ 農ほど
｀
の言うなが、その場 it

濃ォヽてヽヽたようlF'す 。紳の霊縛、弟子メこち|(多 くの言語争奪《卜らべずること

を賞1月Lヒ彎 ヒノ《。

ところが一度、持の的永の製壼降臨 11よ リム ヒ速 |ず
｀
られ後神のサ鸞の

「多會静化」が、キリスト象会の暴たの中て
｀
暮び花鯛くまで

｀
には、気の

範くなるほど
.`の
時輔を姜 ヒてヒ減ヽ`ます。

機慕者のイエスが轟子たち|こ 与えたま機の争今ば、「あな` fこ うヾた11行 っ

て、春ての民争わノ(ヒ の(イ エス。キ }リ ストの)鶏 争|こ する」 |こ とで
｀
した。

これか質魂ずるノξめ11械、多ま蓋争辞理ヽ`ること機答T欠 だ ,́メ(の で
｀
す。



つまり、イムスうギ薬争たも|(争 ビたせ界菫叡どは、人池の竜り上であ

る神と、その織争争で
｀
ある稽P禽 身イムス。キ )リ スト、さらit留奮なる神の

∴位が一体で
｀
あるとヽ`う神の真賓告人間が去口り、こみ争費け入れること

からは電
｀
減るので
｀
す。

人池の範り嵐て
｀
ある神が鞠サイエスにお たヽて撫亀身争¶机化され、f

らlt聖蜜をも場ること|(よ って、これ争砕認し昔としてムててくださるこ

ときイ言ビも耀目t、 わノtt_メ=ち 11整 なる償同の
i薇会
'、

督夜の人わりか、雖

の紋とを、体の甦りを、永違の金争稽ビることつヾ¶籠 ltな るので
｀
す。

すべては、枠のご計轟によるもので
｀
こた。こね争黒奉棒 |(費 け入をヽる

者こそ、自分がギウ蛉被逢物であることを熱め、甑する者となり減す。

このようit、 神の鞠計轟のF頂各き、そのま誠なぞ
｀
も形で、数会のイ‡作春

鬱も1多メ氏され講した。

ただ、こみらの教えが、賞際ltせネ十lt広 麟るためには、せみ十の‡鸞
が必要となります。脅のためit(1、 雪雷降臨の選燿で

｀
ある宣数の多會鰺

化がど
｀
うこても必要・となるのです。

これは、機のオトリック象会が特定の會締 |(餞執 ヒ写本や整れ慕 |(網

ヽ`る言語をラチン諸のみに餞定ヒノミこととは、真臨の分隷で
｀
す

それで
｀
も、家牧改革lt九ムち、聖會の曹岬口1棟々な守語 lt翻諷さ″ヽ、こ

なたら
=罵
ヽ`て奮力` lt iしよ幣うヾ守られるよう|(な り減ずが、こうした薇>減に1+

動はカトリック牧壌‖tよ る象締の対象となり、速度若械翼静ふ賞与を費 |ナ

まと青哺f ttt減 した。

曲イムに腹輔ヒて、ヽたカタリ旅のか雄のアルビ漁には、十宇軍うヾ織向け

られ、栗いくネ鼠イ気fよ てヽヒ増 、ヽ減す(12θ 7～′227)。

子
`誉
嬌もの簡半に、カトリックな会の度輩なる轟拳 [》ヒギ1し た修鑢十

の風,ル ターは、曇J鳥宜孝き費けノ(暦ゴ(ド イッ粋訳警警争f哺行し、宗教改

革を断行ヒ崚す。こうして力 |ヽ

)リ ック牧会が千ネシス上もの間賛≠Fヒ 銭け
てきた神の會機は、識の機ltも 織オゝる機会争碍・ます。キサリストうヾ弟十/ξ

ちit令 ピ、壁奮降臨ltよ って、一度は多‡静化さォヽてヽヽた紳の嗜
Ⅲ
景が、断

く磯の目静λること|(な る`ので
｀
す。その機、ルター|(響 ヽ`聖警の會鸞械

多くの国々の會澤押t翻訳され、今繊it iっ てヽ`ます。

今で
｀
は、プロテスタントな壌呵(魚 |ナず、カト)Jッ ク象会も率九して、1働

凛布約留會の様々な‡詩への犠酵まえ:(力 参入才ヽ、崚メ苺多くの議々で、蒟旅寺ゞ

協力争ヒて終蠅の留儘て毬ヽ霞諷覆‡)争刊行してヽ`載す。このようlt、 曲

雄が対上を九爛驚するのも、イムスウヾ令は
｀
た鸞準宣攀解《は九う`ぐ威ヾ ん。


